
道路橋 河川機械設備トンネル 港湾岸壁

【建設後50年以上経過する施設】
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【必要性】
資料１ 国2｢データを活用した効率的かつ効果的なインフラ維持管理･更新の実現/河川機械設備｣の全体像

〇10年間で1.6～2.3倍
・設置後40年を経過する施設は20年後に９割
・機械設備は一部の不具合・故障により機能が
突然停止
・設備の陳腐化により、部品の再調達が困難

河川機械設備の老朽化加速

効果的な保全・更新が必要

【取組状況】 河川機械設備の定期点検結果 ゲートの事例

河川ポンプの事例

・河川機械設備は毎年点検を実施
・ゲート、河川ポンプ設備ともに時間の経
過とともに「○(正常)」評価は減少し、
「△(要整備)」評価は増加傾向。
・直轄施設では、H30より振動計測などを
行う「状態監視」を導入。

点検結果について
●：正常
▲：要整備
（機能に支障は生じていな
いが、対策を講じないと支
障が生じる恐れがある）

×：機能に支障あり

【元施策への効果】
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〇「事後保全」から
「予防保全」に早
期に転換し、更新
費用を約５割縮減

【課題】
3次元データによる点検・措置記録の
有効活用が必要⇒PRISM④

予防保全型インフラメンテナンスへの転換の加速化

機械設備の突然の機能不全を未然に
防ぐ予兆検知手法が必要⇒PRISM⑤

堰が閉まったままの状態
〇機能不全を未然に防ぎ、経済活動等の社会的損失
を回避（例：犀川統合排水機場費用対効果12.5）

耐用年数を経過した機械設備の
効率的な更新が必要⇒PRISM⑥

行徳可動堰（建設後51年）
出水期に故障（H19）2018年度 2048年度

【将来の維持管理・更新費用の推計】

〇ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑｼﾌﾄ型更新の横展開により産学官民の
連携強化を進め機械設備更新を効率化



資料２ 元施策の概要

施策名 元施策の概要・ロードマップ H30
予算

R1
予算

R2
予算

R3
予算

AI・ロボット等革新的技術の
インフラ分野への導入

○「人の判断」を支援するAIの開発支援（教師データ整備・性能評価等）

71,363 64,468 61,100 75,220

PRISM④
維持管理段階での

3次元モデルの作成・活用
72,356 73,153 37,500 31,875

先端技術を活用した
土木機械設備の

予防保全に関する研究
（運営費交付金）

○先端技術を活用した土木機械設備の予防保全に関する研究

15,301 14,531 17,030
運営費
交付金

(8,504,226)
の内数

PRISM⑤
機械設備の

早期予兆検知、措置
52,724 53,000 40,000 34,000

排水ポンプのマスプロダクツ化等
による防災対応能力の強化

○マスプロダクツ型排水ポンプの技術指針の策定

- - - 300,000

PRISM⑥
パラダイムシフト型
更新技術の開発

- - - 30,000

元施策合計(他に維持管理・更新費を含む) 86,664 78,999 78,130 375,220

PRISM合計 125,080 126,153 77,500 95,875

[千円]元施策 PRISM施策凡例：

（PRISM）3Dモデルの活用手法を提案

H30
・教師データに関する要
件定義、試作（ひびわ
れ）

R01
・教師データに関する要
件定義、試作（ひびわ
れ以外）

R02
・開発されたAIの性能
評価、現場実証

R03
・開発されたAIの性能
評価、現場実証

（PRISM）状態監視データによる開発加速、性能向上

H30
・収集データのAI分析に
よる異常検知手法の検
討

R01
・異常予知自己学習型
ＡＩ検知ﾓﾃﾞﾙの開発、
実証実験

R02
・異常予知自己学習型
ＡＩ検知ﾓﾃﾞﾙの開発、
実証実験

R03
・異常予知自己学習型
ＡＩ検知ﾓﾃﾞﾙの開発、
実証実験

R04
・新たな予防保全技術
の提案

R02
・実証試験に向け、ポン
プ、エンジンの機器仕様
を検討

R03
・実証試験を踏まえ、課題
点と対応案及び他事業への
展開について検討

R04
・マスプロダクツ型排水ポ
ンプ技術指針の策定

（PRISM）マスプロダクツ型機械設備の横展開

R05「BIM/CIM
原則適用」

社会資本整備総合交
付金の新技術要件化
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デ
ー
タ
活
用

15

ロードマップ

・国土交通省点検支援技術性能カタログに掲載
→ロボット点検サービスの開発と整備局等での活用
（例．パシフィックコンサルタンツ※、日本工営、デンソー など）
・３次元モデルを取扱うソフトウェア開発促進
（例．富士通※、三菱電機など）※SIPにおいて技術開発を行った社

・教師データの要件定義、試
作（ひびわれ）計3万枚分
・開発されたAIの性能評価、
現場実証

・AI性能評価(継続)
・AI開発支援プラットフォームのオー
プン化

・3次元モデル作成用データ項目
の検討及びモデル試作・検証
・データの標準仕様を作成
・3次元モデル上の損傷管理アプ
リの実装及び現場実証(橋梁)

32百万円
・水門等管理に必要な精度管理
手法、計測手法の検証
・点検結果の３次元管理手法の
検討

・AI開発支
援プラット
フォームの自
立運営

民間投資
・損傷抽出AI、3次元モデルソフトウェア、ロボット点検サービス等の開発
(国土交通省点検支援技術性能カタログに掲載)
・パシフィックコンサルタンツ、富士通、三菱電機など 計19社と共同研究誘発

データ活用

PRISM

元施策 AI・ロボット等革新的技術のインフラ分野への導入

誘発

技術者の
判断支援 市場拡大

技術開発促進
AIを活用した道路橋メンテナンスの効率化に関する共同研究

Ｓ
Ｉ
Ｐ
開
発
技
術
（
ド
ロ
ー
ン
等
計
測
機
器
）

デ
ー
タ
活
用

3
次
元
モ
デ
ル
に
よ

る
正
確
な
状
態
の
把
握

に
よ
る
損
傷
抽
出

AI

高度化
効率化点検の

点検調書

人による近接目視

致

Ｘ Ｃ 清掃 Ｗ 分解 Ｅ 目視

Ａ Ｍ 測定 Ｔ 増締 Ｈ 指触

Ｄ Ｓ 聴診 －

機種形式

目視

点検

管理

運転

点検

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ Ｈ Ｈ Ｈ － Ｈ

－ Ｓ Ｓ Ｓ － Ｓ

－ － Ｍ － － Ｍ

－ － Ｅ － － Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ Ｅ

－ － － － － Ｍ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － － － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

－ － － － － Ｍ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － － － － Ｅ

－ － E,H － Ｅ E,H

Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － E,H － Ｅ E,H

Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｍ

－ － － － － Ｍ

－ － － － － Ｍ

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ － － Ｅ

－ Ｄ Ｄ Ｄ － Ｄ

－ － Ｅ － － Ｍ

－ － － － － Ｍ

－ － － － － Ｍ

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ － － Ｅ

－ Ｄ Ｄ Ｄ － Ｄ

致
補助ローラ、軸、

軸受

摩耗（ローラ外径） 摩耗がないこと。

摩耗（ローラ軸） 摩耗がないこと。

摩耗（ローラ軸受）

給油状態
油が供給されていること。油が劣

化がないこと。

回転状態 正常に回転すること。

摩耗がないこと。

損傷 損傷がないこと。

腐食（孔食） 腐食（孔食）がないこと。

給油状態
油が供給されていること。油の劣

化がないこと。

回転状態

損傷 損傷がないこと。

腐食（孔食） 腐食（孔食）がないこと。

摩耗（ローラ軸） 摩耗がないこと。

摩耗（ローラ軸受） 摩耗がないこと。

腐食（孔食） 腐食（孔食）がないこと。

支

承

部

致
主ローラ、軸、

軸受

摩耗（ローラ外径） 摩耗がないこと。

腐食（孔食）がないこと。

致 リベット

ゆるみ、脱落 ゆるみ，脱落がないこと。 Hについては打診

損傷 損傷がないこと。

ボルト、ナット

ゆるみ、脱落 ゆるみ，脱落がないこと。 Hについては打診

損傷 損傷がないこと。

損傷 損傷がないこと。

板厚の減少

腐食（孔食）

測定結果により判定のこと。

腐食（孔食） 腐食（孔食）がないこと。

溶接部の割れ 割れがないこと。

溶接部の割れ 割れがないこと。

変形がないこと。

損傷 損傷がないこと。

板厚の減少 測定結果により判定のこと。

扉

体

構造全体

振動 異常振動がないこと。

致 スキンプレート

変形

腐食（孔食） 腐食（孔食）がないこと。

致 主桁、補助桁

変形 変形がないこと。

劣化
発錆，ふくれ，亀裂，はく離，変

退色，白亜化がないこと。

判定は「機械工事塗装要領

(案)・同解説」による。

異常音 異常音がないこと。

片吊り
異常な傾き（片吊り）がないこ

と。

ごみ、流木、土砂等 ごみ，流木，土砂等がないこと。

外観

変形 変形がないこと。
全

般

清掃状態

汚れ
ひどい汚れ，油等の付着がないこ

と。

損傷 損傷がないこと。

判定方法

装

置

区

分

※

1

装

置

・

機

器

の

特

性
点検部位 機器コード 点検項目

塗装

損傷 損傷がないこと。

※3

点検結果

※

4

傾

向

管

理

摘　要

定期点検 運

転

時

点

検

臨

時

点

検

定

期

整

備

月点検 年

点

検

点検方法※2

施設名 機器名 番号（号機）

※2　点検・整備方法（（　）書きは運転時実施）
△

現在、機器・部品の機能に支障は生じていないが、早急に対策を講じないと数年

のうちに支障が生じる恐れがある。交換

調整
×

現在、機器・部品の機能に支障が生じており、緊急に対応（修繕・取替・更新）

が必要である。動作確認 点検対象外

1　扉体、戸当り
1-3　プレートガーダ構造ローラゲート（扉体）

※1　装置・機器の特性 ※3　点検結果の判定基準 ※4　傾向管理

致命的な影響のある機器・部品
○

正常であり現在支障は生じていない。もしくは、通常の保全において十分な信頼

性が確保できている。 ○

測定値をグラフ化

し管理基準値と比

較確認する項目

設備区分 稼働形態

点検区分 点検実施日

施工業者名 作業責任者

致

Ｘ Ｃ 清掃 Ｗ 分解 Ｅ 目視

Ａ Ｍ 測定 Ｔ 増締 Ｈ 指触

Ｄ Ｓ 聴診 －

機種形式

目視

点検

管理

運転

点検

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ Ｈ Ｈ － － Ｈ

－ Ｓ Ｓ － － Ｓ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － E,H － Ｅ E,H

Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ Ｈ Ｍ Ｈ － Ｍ ○

－ Ｓ Ｓ Ｓ － Ｓ

－ Ｈ Ｍ Ｈ － Ｍ

－ Ｅ Ｍ － （Ｅ） Ｍ

－ Ｅ Ｍ － Ｅ Ｍ

－ － Ｍ － － Ｍ

－ － － － － Ｗ

－ － Ｍ － － Ｍ ○

－ － Ｅ － － Ｅ

－ Ｈ Ｍ Ｈ － Ｍ ○

－ Ｓ Ｓ － － Ｓ

－ Ｈ Ｍ － － Ｍ

－ Ｅ Ｍ － － Ｍ

－ Ｅ Ｍ － Ｅ Ｍ

－ － Ｍ － － Ｍ

－ － － － － Ｗ

－ － Ｍ － － Ｍ ○

－ － Ｅ － － Ｅ

－ Ｄ Ｄ － － Ｄ

－ Ｈ Ｈ － － Ｈ

－ Ｓ Ｓ － － Ｓ

Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

漏油がないこと。

潤滑油量 油面計の規定内であること。

冷却水量 規定内の量であること。

冷却水劣化 ひどい濁りがないこと。

内燃機関

始動性 円滑に始動できること。

振動

振動 異常振動がないこと。

異常音 異常音がないこと。

燃料油量 油面計の規定内であること。

燃料劣化
ひどい濁りがなく、乳白色化して

いないこと。

異常振動がないこと。

異常音 異常音がないこと。

漏油

電磁制動機のすきま
ディスクのすき間が規定範囲にあ

ること。
計測値で判定する。

絶縁抵抗
絶縁抵抗計にて測定を行い、1Ｍ

Ω以上あること。

内部状態
構成部品に損傷、異常な摩耗がな

いこと。

電圧値
作動時の定格電圧が、±10％以内

であること。

異常音 異常音がないこと。

温度上昇 異常な温度上昇がないこと。

動

力

部

致 主電動機

振動 異常振動がないこと。

構

造

体

電流値
大幅な変動がなく、定格電流値以

下であること。

開閉速度 規定値以内であること。

絶縁抵抗
絶縁抵抗計にて測定を行い、1Ｍ

Ω以上あること。

開閉速度
適切な部分開度で測定し、規定値

以内であること。

潤滑油劣化
ひどい濁りがなく、乳白色化して

いないこと。

ボルト、ナット

ゆるみ、脱落 ゆるみ、脱落がないこと。

致 フレーム

損傷 損傷がないこと。

腐食（孔食） 腐食(孔食)がないこと。

異常音 異常音がないこと。

たわみ たわみがないこと。

構造全体

振動 異常振動がないこと。

変形 変形がないこと。

溶接部の割れ 割れがないこと。

全

般

清掃状態 汚れ
ひどい汚れ、油等の付着がないこ

と。

損傷 損傷がないこと。

塗装

損傷 損傷がないこと。

劣化
発錆、ふくれ、亀裂、剥離、変退

色、白亜化がないこと。

判定は「機械工事塗装要領

(案)・同解説」による。

外観

判定方法
※3

点検結果

※

4

傾

向

管

理

摘　要

定期点検 運

転

時

点

検

臨

時

点

検

定

期

整

備

月点検 年

点

検

装

置

区

分

※

1

装

置

・

機

器

の

特

性
点検部位 機器コード 点検項目

点検方法※2

施設名 機器名 番号（号機）

※2　点検・整備方法（（　）書きは運転時実施）
△

現在、機器・部品の機能に支障は生じていないが、早急に対策を講じないと数年

のうちに支障が生じる恐れがある。交換

調整
×

現在、機器・部品の機能に支障が生じており、緊急に対応（修繕・取替・更新）

が必要である。動作確認 点検対象外

2　開閉装置
2-1　ワイヤロープウインチ式開閉装置

※1　装置・機器の特性 ※3　点検結果の判定基準 ※4　傾向管理

致命的な影響のある機器・部品
○

正常であり現在支障は生じていない。もしくは、通常の保全において十分な信頼

性が確保できている。 ○

測定値をグラフ化

し管理基準値と比

較確認する項目

設備区分 稼働形態

点検区分 点検実施日

施工業者名 作業責任者

電磁制動機のすきま
ディスクのすき間が規定範囲にあ

ること。
計測値で判定する。

予備電動機致

内部状態
構成部品に損傷、異常な摩耗がな

いこと。

異常な温度上昇がないこと。

電流値
大幅な変動がなく、定格電流値以

下であること。

電圧値
作動時の定格電圧が、±10％以内

であること。

温度上昇

致

致

Ｘ Ｃ 清掃 Ｗ 分解 Ｅ 目視

Ａ Ｍ 測定 Ｔ 増締 Ｈ 指触

Ｄ Ｓ 聴診 －

機種形式

目視

点検

管理

運転

点検

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｍ － － Ｍ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － E,H － Ｅ E,H

－ － Ｓ － － Ｓ

Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ Ｅ

－ Ｅ Ｅ Ｅ － Ａ

－ － Ｅ － － Ａ

－ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ａ

Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ － Ｄ

－ Ｓ D,S Ｓ － D,S

－ － D,E － － D,E

－ Ｄ Ｄ － － Ｄ

致 － Ｄ Ｄ － － Ｄ

Ｅ Ｅ E,H － － E,H

－ Ｄ
D,S

,E
Ｄ －

D,S

,E

－ Ｓ
D,H

,S
Ｓ － D,S

Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ － Ｄ

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ

致 Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ － Ｄ

タ

イ
マ 致 Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ

－ D,E D,E D,E － D,E

－ D,E D,E D,E － D,E

Ｅ D,E D,E － Ｅ D,E

－ － Ｄ － Ｅ Ｄ

Ｅ Ａ

実際揚程（または発信器）と指示

値が合致していること。セルシン

式は発信器の指示値に応動してい

ること。

開

度

指

示

計 開度指示計 指示 － － Ｅ －

表

示

灯

表示灯 ランプテスト 点灯すること。

盤内蛍光灯 点灯、球切れ 点灯すること。

開，閉，停が的確に作動するこ

と。

切換スイッチ 作動テスト 的確に作動すること。

タイマ 設定値確認
所定の設定値にセットされている

こと。

ス

イ
ッ

チ

致

押し釦スイッチ 作動テスト

図面通りの設定値であること。

サーマルリレー 作動テスト
テストボタンを押して作動するこ

と。

異常音 異常音がないこと。
リ

レ
ー

類

致 補助リレー

作動テスト 異常音，振動がないこと。

Ｄ Ｄ － － Ｄ

サーモスイッチの設定を変更し，

外気温度でスイッチが入れば正常

である。この状態でしばらく放置

し動作を確認すること。

開

閉

器

類

致

致 ３Ｅリレー

作動テスト
テストボタンを押して作動するこ

と。

設定値確認

テストボタンを押して作動するこ

と。

避雷器 ランプテスト
正常に点灯すること，ヒューズが

溶断していないこと。

スペースヒータ

(サーモスイッチ)
作動テスト Ｅ

破損 破損がないこと。

配線用遮断器 作動テスト ON/OFFが確実に行えること。

異常音 異常音，振動がないこと。

接点
接点に変色がないこと。接点溶着

がないこと。

電磁接触器

動作テスト 異常なく作動すること。

漏電継電器 作動テスト

汚れ 汚れがないこと。

計

器

類

電流計

指示
大幅な変動がなく定格電流値以下

であること。

端子のゆるみ 端子のゆるみがないこと。

異常音 異常音がないこと。

０点確認
ゲート停止時に0点を指している

こと。

電圧計 指示
作動時の定格電圧が，±10％以内

であること。

破損
破損がないこと。施錠が完全であ

ること。

塗装状態
鋼板表面に塗膜の剥れおよび腐食

がないこと。

判定は「機械工事塗装要領

(案)・同解説」による。

全

般

盤全体

清掃状態 ひどい汚れ，ごみ等がないこと。

内部乾燥状態 乾燥していること。

変色 変色がないこと。

屋外設置の場合

絶縁抵抗
絶縁抵抗計にて計測を行い， 1Ｍ

Ω以上であること。

機器、計器類共通

判定方法
※3

点検結果

※

4

傾

向

管

理

摘　要

定期点検 運

転

時

点

検

臨

時

点

検

定

期

整

備

月点検 年

点

検

装

置

区

分

※

1

装

置

・

機

器

の

特

性
点検部位 機器コード 点検項目

点検方法※2

施設名 機器名 番号（号機）

※2　点検・整備方法（（　）書きは運転時実施）
△

現在、機器・部品の機能に支障は生じていないが、早急に対策を講じないと数年

のうちに支障が生じる恐れがある。交換

調整
×

現在、機器・部品の機能に支障が生じており、緊急に対応（修繕・取替・更新）

が必要である。動作確認 点検対象外

※1　装置・機器の特性 ※3　点検結果の判定基準 ※4　傾向管理

致命的な影響のある機器・部品
○

正常であり現在支障は生じていない。もしくは、通常の保全において十分な信頼

性が確保できている。 ○

測定値をグラフ化

し管理基準値と比

較確認する項目

3　操作制御設備
3-2　機側操作盤

設備区分 稼働形態

点検区分 点検実施日

施工業者名 作業責任者

水
平
展
開

～R2年度成果
橋梁点検３次元成果品作成の

手引きを作成
維持管理段階での3次元モデルの

作成・活用

R3年度
水門などの河川管理施設を３次元モデル化し、
点検結果を視覚的に把握可能

点検結果を３次元モデル化し効率的な維持管理が可能に

写番 1: 橋脚西面01

損傷状況: ひびわれ

損傷度 : ⅱ

写番 10: 橋脚西面01

損傷状況: ひびわれ

損傷度 : ⅱ

Before After３次元の点検結果も２次元で記録 ３次元で記録することで状態把握が容易に
SIP成果の活用

点検・整備チェックシート

R3～R2
・点検結果を3次元データとすることで要修繕箇所等の特定
を容易化
・設計情報(BIM/CIM)と比較、差分管理が可能

元施策への効果

出口戦略
R4

土研HPにて3次元
管理手法に関する
情報を公開し、
技術開発を支援

民間投資誘発効果

・3次元データの有効活用により、メンテナンスを効率化
・現場の施工管理を容易化することで、機能不全等による
社会的損失が減少

資料３-１ PRISM④：維持管理段階での３次元モデルの作成・活用の実施計画

3次元成果品納品マ
ニュアル(HP公開)



16

ロードマップ
R4

元施策

・突然の故障に至るリスクが減少し、メンテナ
ンスコストの低減及び機能不全による社会
的損失が減少

・ポンプメーカー、AI・IoTベンチャー等による
点検・診断技術の開発促進（例．IHI原
動機、ブレインズテクノロジー）
・河川機械設備の早期劣化検知・補修に
より、維持管理費の低減に貢献

先端技術を活用した土木機械設備の予防保全に関する研究（土木研究所運営費交付金）／事業費（維持修繕事業費など）

34百万円
・異常種別判定性能の精度向上
・異常検知システムの標準仕様の
検討

・システム改良
・テストベット以外の教
師データ取得
・技術者の精密診断と
AIモデルとの比較検証

点検・補修
マニュアルへ
の採用

・異常予知自己学習
型AIモデルの開発

・異常予知自己学習型AIモデルの
開発

・新たな予防保
全技術の提案

・異常検知シス
テムの標準仕
様の策定

PRISM 機械設備の早期予兆検知、措置

民間投資

資料３-２ PRISM⑤：機械設備の早期予兆検知、措置の実施計画

排水機場の老朽化対策により浸水被害から人命・財産を守る
人による定期点検のみのスポットデータで管理・診断
⇒突然の運転停止、修理期間の発生

Before After 連続データでのリアルタイム自動診断
⇒突然の運転停止の回避、修理の抑制

各種計測装置を設置

異常

データの自動取
得による早期の
予兆検知スコア

異常しきい値

元施策への効果

・大型排水機場（約40箇所）の点検・補
修の手法として基準に反映、各施設管理
者が活用

R3～R2 R5

＜三郷排水機場の事例＞
出水期に約2週間停止

出口戦略

民間投資誘発効果等

設置後 40年経過施設
約３０％

10年後 40年経過施設
約５０％

20年後 40年経過施設
約８０％

排水機場施設数推移
(令和2年3月末現在)

R1
整備後40年

・モニタリングシステム、AI開発（H30~R2)(IHI原動機、ブレ
インズテクノロジーなど 計6社)



資料３-３ PRISM⑥：パラダイムシフト型更新技術の開発の実施計画
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R5

ロードマップ
R3R2 R4

PRISM
・自動車メーカー、ポンプメーカー等によるマスプロダクツ型
製品の開発（例.  三菱自動車、豊田自動織機など）
・マスプロダクツ型（従来に比べコスト1／10を目指す）の
採用により、維持管理費の低減に貢献
・新素材の活用等による民間企業のイノベーション促進

社会資本整備審議会河川分科会河川機械設備小委員会設置（R3. 3）
排水ポンプのマスプロダクツ化等による防災対応能力の強化／事業費（維持修繕事業費など）

30百万円
・他施設におけるニーズ主導型異業
種連携による更新手法を検討
・フィージビリティスタディを実施し、導
入可能性を判断

・マスプロダク
ツ型プロトタ
イプによる実
証実験

パラダイムシフト型更新技術の開発

・各施設管理者が、小型排水機場、水門、堰の更新・新
設工事において採用

・マスプロダクツ型排水ポンプ開発、実
証

・マスプロダクツ型
排水ポンプ開発、
実証

民間投資 ・パラダイムシフト型製品の開発（三菱自動車、豊田自動織機、
三菱ふそう、荏原製作所、電業社機械製作所 等)

河川機械設備小委員会での審議（R3. 3）

新たな企業と連携することで大幅なコスト縮減等を実現
Before

元施策

河川機械設備数の推移（総数10,290施設）

現在：約６０％

20年後：約９０％

S56 H13

設置後40年
経過施設
の割合

・低コスト化
（10分の１に）
・故障時の復旧迅速化
（即時対応が可能に）
・メンテナンス性の向上
（技能者数を拡大）

（例）車両用
エンジン

・設置後40年を経過す
る施設は20年後には
９割に急増。
・設備の陳腐化により、
部品の再調達が困難

機械設備の老朽化加速

効果的な更新が必要

・マスプロダクツ型などの新たな交換保全方式により更新コ
ストが低減
・機械設備への異業種・新規業種の参入により技術開発
が更に進展し、機械設備の更新が効率化
民間投資誘発効果等

出口戦略

自治体・他省庁
の事業へ展開す
るための更新ガイ
ドライン（指
針）を策定

・コスト縮減、メンテナンス性、リダンダンシー向上等
の両立を目指したパラダイムシフト
・ニーズ主導型異業種連携（自動車、繊維、
素材メーカー等）による新技術の導入

After

元施策への効果



資料４－１ 令和３年度の成果 PRISM④：維持管理段階での３次元モデルの作成・活用

＜令和３年度の取組概要＞
１．水門等管理に必要な精度管理手法、計測手法の検証

河川構造物の3次元モデル化に向けた計測手法を検討（9月～11月）
対象現場は、関東地方整備局荒川下流管内の水門および樋管（計測は11月～12月に実施）

２．点検結果の３次元管理手法の検討
維持管理に必要となる情報の整理と属性の付与・格納に関する検討（11月～2月）

３．「点検支援技術（画像計測技術）を用いた3 次元成果品納品マニュアル」の策定・公表 18

国土交通データプラットフォーム（国１で検討）とのデータ連携
目指すべき姿

民間企業

マッチングファンド
元施策



●異常検知から予兆検知へ

予兆検知へのレベルアップ

資料４-２ 令和３年度の成果 PRISM⑤： 機械設備の早期予兆検知、措置

●異常種別判定性能の精度向上 ●実用化標準スペックへの転換

研究検証用にフルスペックで計測

経済性、汎用性、取扱性、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性等を
考慮し、最小限のスペックに絞り込み

試行

精度向上に向けての改良
（実用性、機能性、異常種別判定性能）

評価用
異常
データ

異常
有無
判定
モデル

異常
種別
判定
モデル

異常
種別
判定
通知

異常検知

目指すべき姿

・（国、自治体、水資源機構）異常予兆検知技術の採用（管理施設へのセンサー等の設置）
・（民間） （稼働が災害時のみの）非常用施設の異常予兆検知のためのセンサー機器、調査・解析技術の開発

～R2

R3～
• 状態監視モニタリングシステム
• センサ種別・精度・個数の精査
• サンプリングタイムの精査
• データ形式の精査
• 異常検知システム
(AIアルゴリズムの選定・異常種別組込メニューの設定)

元施策PRISM

（令和３年度研究計画）

19
・異常箇所と異常レベル特定のための手法の検討と試行を実証中。判定ＡＩに実装して性能を確認中
予兆レベルと正常値の判別手法については、しきい値に加え微細な波形等の変化から検出する手法を検討中(9月～2月)

・実用化標準スペック整理のため、センサの種別絞り込みや個数の精査の実証中(9月～2月)

［PRISMによる波及効果］

＜令和3年度の取組概要(主ポンプが対象)＞

R3実施
（主ポンプ）

R4実施
（原動機）

以
上
の
大
規
模
施
設
で
実
装

30
m3/s



＜リサーチクエスチョン＞
水門等の扉体は鉄鋼、ステンレス等金属製品だが、
ここに新素材は活用できないか？
＜他分野事例（大量生産品の活用）＞
布製品・非鉄金属の利用等

＜適用効果＞
ゲート設備の機能に見合う強度、耐久性、耐食性が
期待できれば、扉体やそれを巻き上げる装置一式の
軽量化が量られ、コスト縮減につながる可能性大

20

（元施策）小規模排水ポンプ

（PRISM）対象拡大

＜令和３年度の取組概要＞

○ 操作時のリスク分散
○ 気象変動への対応
○ メンテナンス性の向上
○ 故障時の復旧迅速化

【パラダイムシフト型更新技術の開発】 異分野技術のフィージビリティスタディを
実施(１月～２月)
新素材の候補および適用箇所の
導入可能性を判断

マスプロダクツ型排水ポンプの成果を
もとに水門、樋門、樋管といったゲート
設備などへの展開

異業種連携の構築による様々な異分野技術の導入

高強度ガラス繊維膜材
東京ドームシティHPより

資料４-３ 令和３年度の成果 PRISM⑥：パラダイムシフト型更新技術の開発

目指すべき姿

目標：マスプロダクツ型排水ポンプの成果をもとに他施設（例えば、水門、樋門、樋管等）への横展開を図る。
内容：他施設におけるニーズ主導型異業種連携による更新手法の検討（９月～１２月）、

フィージビリティスタディを実施（１月～２月）し、導入可能性を判断する。

水門、樋門等のゲートに新素材(膜素材)活用の適用性を検討

現状 適用後

○新素材による扉体の軽量化
○簡易な開閉装置の導入
○土木構造物（門柱）の小型化

新素材活用に
期待される効果

〇量産型への転換、自動車メーカー等の参画 〇自治体の小規模な社会インフラ更新の活性化



資料５-１ 令和４年度の研究計画 PRISM⑤： 機械設備の早期予兆検知、措置

●異常検知から予兆検知へ ●異常種別判定性能の精度向上 ●実用化標準スペックへの転換

研究検証用にフルスペックで計測

経済性、汎用性、取扱性、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性等を
考慮し、最小限のスペックに絞り込み

試行

精度向上に向けての改良
（実用性、機能性、異常種別判定性能）

異常検知

予兆検知へのレベルアップ
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～R2

＜令和４年度の取組概要＞

目指すべき姿

〇AI異常検知システム・モニタリングシステムの実用化に向けた現場検証
・令和3年度成果をもとに、原動機における異常箇所と異常レベル特定のための手法の検討と試行および実用化標準スペックへの
絞り込みの実施
・モニタリングシステム設置機場の他、老朽化進行の疑いがある機場で計測し、効果の確認と実証

〇AI異常検知システム・モニタリングシステムの構築仕様のとりまとめ・導入ガイドラインの策定
・実用化・社会実装に向けての関係各所（メーカ、業界団体、有識者等）との協議等の実施および導入ガイドラインの策定

●:加速度センサ ●:変位センサ ●:回転センサ

●:AEセンサ

R3
(主ポンプ)

R4実施
（原動機） R3実施

（主ポンプ）

R4
(原動機)

目標：異常予兆検知手法の確立と普及の実施。
内容：AI異常検知システム・モニタリングシステムの実用化に向けた現場検証

AI異常検知システム・モニタリングシステムの構築仕様のとりまとめ
AI異常検知システム・モニタリングシステムの導入ガイドラインの策定

＜令和４年度の取組詳細＞
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＜令和４年度の取組概要＞

○ 操作時のリスク分散
○ 気象変動への対応
○ メンテナンス性の向上
○ 故障時の復旧迅速化

【パラダイムシフト型更新技術の開発】
自治体・他省庁の事業へ展開する
ための更新ガイドライン（指針）
を策定

資料５-２ 令和４年度の研究計画 PRISM⑥：パラダイムシフト型更新技術の開発

目指すべき姿

目標：マスプロダクツ型排水ポンプの成果をもとに他施設（水門、樋門等）への横展開を図る。
内容：水門、樋門等のゲートへの新素材の適用性に関する実験

自治体・他省庁の事業へ展開するための更新ガイドラインの策定
令和４年度 開発フレーム

1.引上げ式ｹﾞｰﾄへの適用 2.ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄへの適用

3.ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｹﾞｰﾄへの適用

※異業種技術の展開
アルミニウム、FRP、カーボン繊維、膜材料など

【FRP】 【カーボン繊維】 【膜材料】
・ 船体 ・ 航空機の一部 ・ 建築物の屋根

1. 扉体材料
・ 強度、耐久性、耐候性、加工性、 コスト

引上げ式、ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄ（FG）
引上げ式とFG【ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｹﾞｰﾄ】

2. 開閉機構
・ 開閉力確保、軽量、省ｽﾍﾟｰｽ、動力源確保

扉体への新
素材導入
ゲートへの
新素材導入

1.新素材の強度・耐久性の実験
水圧をかけて強度、耐久性などを確認

2.ゲートの模型実験の実施
ゲート模型により開閉性、
水密性などを確認

正面図 側面図

扉体の一部へ
新素材導入

内水排除

新素材の
ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄ
（開状態）

内水位
外水位

扉体の一部へ
新素材導入

ゲートの一部へ
新素材導入

鋼製
ｽｷﾝﾌﾟﾚｰﾄ

水門、樋門等のゲートの機能に見合う
新素材等による実験を行い、適用性
等を確認する。

①水門、樋門等のゲートの要求性能検討 ②新技術の適用箇所検討 ③新素材の適用性実験
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資料６ PRISM実施に伴う事業効果等

◆ PRISM国２の民間研究開発投資誘発効果：約58億円（５年間：H30年度～R4年度）
民間研究開発投資誘発効果

【試算手法】
○PRISM事業によりインフラ維持管理分野に関する民間企業の研究開発投資を誘発する効果の試算を行った。
１．PRISMが創設された平成30年度に建設業における研究費が増大（H29：1,243億円→H30：1,509億円）

している点に着目し、PRISM国２予算１億円あたりの民間研究開発投資誘発効果を約４億円と試算。

２．PRISM国２の令和４年度までの配分額合計を14.5億円と仮定し、各年度において平成３０年度
と同比率で効果が発現した場合、PRISM国２による民間研究開発投資誘発効果の額を 14.5億円 × ４ ≒ 58億円 と推計した。
※配分額合計：H30~R3は実績値、R4については今回要求額にて算出

◆ 民間からの貢献額：約８億円（４年間：H30年度～R3年度）

民間の貢献

◆ PRISM国２の財政支出の効率化：約１００億円／年
財政支出の効率化

○財政支出の効率化を、経済損失と社会的損失に分けて試算
・技術活用による予防保全型維持管理実現に伴う経済損失の低減効果：約１０億円／年
 PRISM④（点検ロボット技術）のR2年度の取組成果が全国のハイピアPC橋へ適用された際の効果を試算
・排水機場の状態監視保全技術による浸水被害低減に伴う社会的損失の低減効果：約９０億円／年
 PRISM⑤（機械設備の異常早期検知）の取組成果が全国の大型排水機場（全国約20機場）へ適用された場合の効果を試算

①共同研究に関する民間の貢献 800百万円相当
（H30：160百万円相当 R1：220百万円相当 R2：210百万円相当 R3：210百万円相当）
→インフラ維持管理におけるAI等の新技術を開発する環境を整備することで、民間による技術の研究開発を促す
②現場検証に関する民間の貢献 40百万円相当
（H30：10百万円相当 R1：10百万円相当 R2：10百万円相当 R3：10百万円相当）
→開発された技術の現場検証を行うことで、民間による検証への協力を受ける
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